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【【１１】】調査概要調査概要

●志津見ダム上流●志津見ダム上流
八神八神

●志津見ダム下流●志津見ダム下流
柳瀬橋上流柳瀬橋上流
小池橋上流小池橋上流
伊倉橋下流伊倉橋下流

（１）調査地点（１）調査地点

（２）調査日（２）調査日

第１回第１回
平成平成2424年年

77月月2828～～2929日日
第２回第２回

平成平成2424年年
８月８月3131日日

八神八神 柳瀬橋上流柳瀬橋上流 小池橋上流小池橋上流 伊倉橋下流伊倉橋下流

八幡原堰

窪田堰

八幡原堰

窪田堰

八神

小池橋上流
柳瀬橋上流

伊倉橋下流
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【【２２】】調査結果調査結果

（１）（１）付着物の状況付着物の状況

・平成24年度に実施した調査では、平成23年８月に確認された黒く厚みのある寒天質の付
着物（写真１）は確認されなかった。
・平成24年7月、8月調査では、写真２に示す「緑の付着物」、写真３に示す「黒の付着
物」の２タイプの付着層が確認された。
・「緑の付着物」、「黒の付着物」は、来島ダム下流の八神～志津見ダム下流の伊倉橋下流
までの全域で確認された。

写真１
平成23年8月に確認された

黒い寒天質の付着物

写真２
緑の付着物（平成24年7月確認）

写真３
黒の付着物（平成24年8月確認）
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定　点　観　測　結　果　（コケ）　一　覧
【河川水の状況】①：水温、②：透視度、③：外観、④流量、⑤：苔の状況、⑥：藻の状況

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２４．４℃ ①２５．６℃ ①２３．９℃ 
②１００cm 以上 ②１００cm 以上 ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④４．２m3／s ④３．３m3／s ④３．３m3／s
（志津見ダム流入量） （志津見ダム流入量） （志津見ダム流入量）

⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥無し

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２５．０℃ ①２５．２℃ ①２４．３℃ 
②１００cm 以上 ②９９cm ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥無し

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①　－　 ①　－ ①　－
②　－ ②　－ ②　－
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥無し

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２７．０℃ ①２５．６℃ ①２４．６℃ 
②１００cm 以上 ②１００cm 以上 ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥有り ⑥有り ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２７．９℃ ①２５．３℃ ①２４．２℃ 
②１００cm 以上 ②１００cm 以上 ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥有り ⑥有り ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①　－ ①　－ ①　－
②　－ ②　－ ②　－
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①　－ ①　－ ①　－
②　－ ②　－ ②　－
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔有り
⑥無し ⑥無し ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①　－ ①　－ ①　－
②　－ ②　－ ②　－
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔有り ⑤黒い苔有り
⑥無し ⑥無し ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２７．４℃ ①２５．６℃ ①２１．４℃
②１００cm 以上 ②１００cm 以上 ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥有り

７月２４日　晴 ８月２２日　　曇 ９月 ５日　　曇

与

一

原

橋

柳

瀬

橋

上

流

柳

瀬

橋

野

土

橋

小

池

橋

上

流

小

池

橋

豊

田

橋

仁

江

橋

滝

尻

橋

下

流



P.3）
【【２２】】調査結果調査結果

（（２２）生物分析）生物分析
・緑色の付着物は藍藻綱の・緑色の付着物は藍藻綱のPhormidiumPhormidium sp.sp.（ﾌｫﾙﾐﾃﾞｨｳﾑ（ﾌｫﾙﾐﾃﾞｨｳﾑ ｴｽﾋﾟｰ）が優占していた。緑色の由ｴｽﾋﾟｰ）が優占していた。緑色の由
来はこの藻類であると考えられた。また、緑の部分の下部には土を含むような茶色い部分が来はこの藻類であると考えられた。また、緑の部分の下部には土を含むような茶色い部分が
見られたが、その部分には見られたが、その部分にはNaviculaNavicula spp.spp.（ﾅｳﾞｨｷｭﾗ（ﾅｳﾞｨｷｭﾗ ｴｽﾋﾟｰﾋﾟｰ）等のｴｽﾋﾟｰﾋﾟｰ）等の珪藻綱やその死骸が含珪藻綱やその死骸が含
まれていた。まれていた。
・黒い付着物は、藻類よりも懸濁物質が多く確認された。・黒い付着物は、藻類よりも懸濁物質が多く確認された。量的には少ないが藻類では、量的には少ないが藻類では、藍藻藍藻
綱の綱のHomoeothrixHomoeothrix janthinajanthina（ﾎﾒｵｽﾘｸｽ（ﾎﾒｵｽﾘｸｽ ﾔﾝｼｰﾅ）が確認された。ﾔﾝｼｰﾅ）が確認された。

地 点 綱名 種 名 備 考

八神 黒 藍藻綱 Homoeothrix janthina 懸濁物も多い。

緑 藍藻綱 Phormidium sp. 緑の膜の下の茶色い部分には泥以外に珪藻類やその死骸が多く含まれていた。

柳瀬橋上流 黒 藍藻綱 Homoeothrix janthina 藻類は少なく、懸濁物のほうが多かった。

緑 藍藻綱 Phormidium sp. 緑の膜の下の茶色い部分には泥以外に珪藻類やその死骸が多く含まれていた。

小池橋上流 黒 藍藻綱 Homoeothrix janthina 藻類は少なく、懸濁物のほうが多かった。

緑 藍藻綱 Phormidium sp. 緑の膜の下の茶色い部分には泥以外に珪藻類やその死骸が多く含まれていた。

伊倉橋下流 黒 藍藻綱 Homoeothrix janthina 藻類は少なく、懸濁物のほうが多かった。

緑 藍藻綱 Phormidium sp. 緑の膜の下の茶色い部分には泥以外に珪藻類やその死骸が多く含まれていた。

注：種の同定には至っていないが注：種の同定には至っていないがPhormidiumPhormidium sp.sp.は全て同一種である。は全て同一種である。

地 点 綱名 種 名 備 考

八神 黒 藍藻綱 Chamaesiphon sp. 藻類は少なく、懸濁物の方が多かった。

緑 珪藻綱 Navicula spp. Phormidium sp.とその他の珪藻類、懸濁物も多かった。

柳瀬橋上流 黒 珪藻綱 Cocconeis sp. 藻類は少なく、懸濁物の方が多かった。

緑 藍藻綱 Phormidium sp. 緑の膜の下の茶色い部分には泥以外に珪藻類やその死骸が多く含まれていた。

小池橋上流 黒 藍藻綱 Homoeothrix janthina 藻類は少なく、懸濁物の方が多かった。

緑 藍藻綱 Phormidium sp. 緑の膜の下の茶色い部分には泥以外に珪藻類やその死骸が多く含まれていた。

伊倉橋下流 黒 藍藻綱 Homoeothrix janthina 懸濁物もみられたが、藍藻類と思われる付着物もみられた。

緑 珪藻綱 Navicula spp. Phormidium sp.とその他の珪藻類、懸濁物も多かった。

付着物中の生物分析結果付着物中の生物分析結果
77月調査月調査

88月調査月調査
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【【２２】】調査結果調査結果
（（３３）化学分析）化学分析：：TOCTOC、、CODCOD、、SSSS、、

VSSVSS、全鉄、全マンガン、全鉄、全マンガン
（速報値）（速報値）

・・TOCTOC、、CODCOD、、SSSS、、VSSVSSは、は、全体全体
的に黒の付着物で低く、緑の付着物で的に黒の付着物で低く、緑の付着物で
高い傾向であった。しかし、高い傾向であった。しかし、88月の伊月の伊
倉橋上流では、黒の付着物でこれらの倉橋上流では、黒の付着物でこれらの
値が高くなっている。伊倉橋上流の黒値が高くなっている。伊倉橋上流の黒
の付着物は、懸濁物質もみられたが、の付着物は、懸濁物質もみられたが、
他の調査地点に比べて、藻類と思われ他の調査地点に比べて、藻類と思われ
る付着物も多くみられている。る付着物も多くみられている。

・マンガン・マンガンはは、黒い付着物で多く含ま、黒い付着物で多く含ま
れている傾向れている傾向であり、いずれの調査時であり、いずれの調査時
期においてもダム上流の八神で高い値期においてもダム上流の八神で高い値
を示した。また、小池橋上流についてを示した。また、小池橋上流について
は、８月に高い値を示した。は、８月に高い値を示した。

ダム上流ダム上流ダム下流ダム下流
下流下流 上流上流
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【【２２】】調査結果調査結果

（（３３）化学分析）化学分析：クロロフィル：クロロフィル（速報値）（速報値）

・緑の付着物ではクロロフィル・緑の付着物ではクロロフィルaaがが3.13.1～～1010μμg/cm2g/cm2と、黒い付着物のと、黒い付着物の0.50.5～～3.83.8μμg/cm2g/cm2
よりもよりも、、1.41.4倍から倍から1010倍以上多く含まれている。倍以上多く含まれている。

※※クロロフィルはクロロフィルはa,a,bb,,cc,d,dのの44種に分類される。種に分類される。
Chl.aChl.aは全ての藻類に含まれ、は全ての藻類に含まれ、Chl.Chl.bbは緑藻や緑虫類、は緑藻や緑虫類、Chl.Chl.ccは珪藻、黄色鞭毛藻、過鞭毛藻類、は珪藻、黄色鞭毛藻、過鞭毛藻類、

Chl.Chl.ddは紅藻類などに含まれる。この構成比により、存在する綱を類推することが可能である。は紅藻類などに含まれる。この構成比により、存在する綱を類推することが可能である。
分析結果からは、緑の付着物では分析結果からは、緑の付着物ではChl.aChl.a が高く、が高く、 Chl.cChl.c 、、Chl.Chl.bbがが少な少ないことから藍藻類が多いことから藍藻類が多

いいことが推測ことが推測さされる。れる。

ダム上流ダム上流ダム下流ダム下流
下流下流 上流上流
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【【３３】】まとめまとめ

１．今回の調査では、平成23年８月に確認された黒く寒天質の付着物（コケ）と同じものは
確認されなかった。

２．今回の調査では、来島ダム下流の八神地点を含む４ヶ所の全てにおいて、緑の付着物と黒
の付着物の2タイプが確認され、これらの構成物について分析を行った。
・緑の付着物：藍藻綱(PhormidiumPhormidium sp.sp.)を主体とし、珪藻綱及びその死骸、シルト等の無

機物が混在する付着層。
・黒の付着物：藻類よりマンガン等の鉱物系の懸濁物を多く含む付着層。

３．確認された付着物のうち、緑の付着物は、藍藻綱及びシルト等の無機物を含んでいること
から、アユの餌となる珪藻が付くことを阻害している可能性がある。

４．黒い付着物には、藍藻綱の中でもアユの餌となるHomoeothrix janthina（ﾎﾒｵｽﾘｸｽ ﾔﾝｼｰ
ﾅ）が一部確認された。

５．今後は、平成23年8月に確認された同じ付着物がみられた場合、調査・分析（発生日、水
温、水質、流況）を行い、付着物が構成している物質について原因究明する。

６．平成２３年に見られた黒く寒天質の付着物は平成24年4月の融雪出水等により消失してい
ることを志津見ダム管理支所で確認していることから、付着物(緑・黒)についても出水後の剥
離の状況を把握する必要がある。また、来島ダム下流の八神でも確認されていることから、河
川管理者である島根県が中国電力とともに調査・原因究明する必要がある。

資料－６－２資料－６－２ 「コケ」「コケ」河川における付着物調査河川における付着物調査


